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グループホームやまと 令和４年度第３回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和４年１０月 1８日（火） 

開催場所 グループホームやまと 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族  １名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 ０名 認知症の人と家族の会代

表 

１名 

元ご利用者家族 １名   

事業所 

出席者 

施設長 副施設長  

グループホーム管理者  

欠席者 地域住民代表  施設相談員 

※9月開催時コロナ感染拡大の為 10 月に延期開催実施。 

 

１、利用状況報告について 

令和４年１０月１０日 現在 

入居者の状況 

入居人数（１８ 名） 男性（２名） 女性（1６名） 

要介護１（６名） 要介護２（４名） 要介護３（６名） 

要介護４（２名） 要介護５（0 名）平均要介護度（2.3） 

年齢（平均8７.7歳）（最若７５歳）（最高１０３歳） 

大山ユニット～要介護１（４名） 要介護２（２名） 要介護３（２名）要介護４（１名）  

要介護５（0 名） 平均要介護度（2.0） 

和みユニット～要介護１（1 名） 要介護２（３名） 要介護３（４名）要介護４（１名）  

要介護５（0 名） 平均要介護度（2.6） 

 

２、◆R４.7.11～Ｒ４.10.10：事故及びヒヤリハット報告と対応  

内  容 件数 状     況 

転  倒 

 

 

 

 

 

 

落下薬 

 

異  食 

骨  折 

   

 

２件 

 

 

 

 

 

  

1 件 

 

 1 件 

 1 件 

 

 

・トイレ内排泄後車椅子に移乗の際にバランスを崩し補助バーを持ち

ながら回転するようにしりもちをつく車椅子のブレーキかかってい

な⇒ブレーキの声かけトイレ使用時の動作確認をおこなう。 

・居室内床に仰臥位にて倒れているのを発見する（排便困難あり直前

までトイレに長時間座っておられた）⇒職員間で情報共有しながら定

期的な巡視、声掛けを行う排便困難時一層注意していく。 

 

・居室内落下薬発見する⇒手順書に沿った服薬介助の徹底。 

 

・臨床美術の際水彩の付いた筆を汲糸中に入れる。 

・朝食後眠気強く居室に案内し臥床して頂き 1時間15 分後訪室、端

座位になっておられリビングに案内時足の痛みあり受診し骨折の診

断入院となる。⇒環境の見直し行動確認、靴の検討等 
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是  正 

 

 

 1 件 

 

 

  

・薬セット時 1日分ないことに気付く⇒調剤薬局から届いたら日数分

あるか確認、印字ミスの確認処方内容の確認をおこない早期に発見す

る。 

  ヒヤリハット  12.件 ・発注野菜に虫。・トイレに長時間座る。・皮膚トラブル（乾燥）。・家

族さんへの依頼が重複してしまった。・新規の方の環境面に関した共

有ヒヤリ 2件。・転倒リスクのある方コール押さず独歩で移動。・居室

変更に伴いリスクの共有。・眼鏡による顔面の傷。・エアコンコンセン

ト抜く。・1人で外へ出て行かれる。 

 

 

３、活動の状況 （Ｒ４.7.11～Ｒ４.10.10） 

月 日 内   容 状  況 

8/26 

９/21 

９/29 

 

誕生者 

夏祭り 

臨床美術（人参） 

敬老会 

 

３名 

大山ユニットご利用者 

両ユニットご利用者 

両ユニットご利用者 

 

両ユニットご利用者 

  ドライブ 両ユニットご利用者 

【定 期】 お好み弁当（月 1回）  

 オレンジカフェ 中止  

 なでしこクラブ 中止  

 めだかクラブ  中止  

毎週水曜日 ボンジュールパン販売 配達のみ実施 

毎月 1 日 散髪 実施（髪染めは職員が行う） 

 

４、研修等（職員）の状況（Ｒ４.7.11～Ｒ４.10.10） 

月 日 内   容 備   考 

９月 

  8 月～ 

７・８・９月 

ハラスメント研修 

認知症実践者研修 

栄養ケア研修（便秘改善のための食事ポイント・嚥下

調節食トロミの基準・毎日の調理の中でできる工夫） 

全職員対象 

対象職員 

全職員対象 

 

今後の活動 

 ・11 月 7 日～30 日 作品展 

 ・紅葉狩りドライブ 

 ・秋の味覚際 

 

  



H170822 

５、その他 

  【感染報告（施設長より）】 

  ・7 月２７日職員陽性反応有り１ユニット ゾーニング実施 

３０日職員陽性反応有り両ユニット ゾーニング開始ご利用者の方には感染なし 

トータル 10 日間のゾーニングの中で認知症支援の難しさ生活支援の中での感染対応 

今回経験したことを今後に繋げていく。 

 

  【参加者からのご意見・情報提供】 

  ・事故報告から・・異食に関して 

            本人の目的、習慣等の確認も必要、職員からの決めつけではなく 

            何故？ていう視点から見ることで対応も変わってくる。 

           骨折について 

            原因不明時のアセスメントが重要である。 

            ユニット職員で色々な方面から検証し退院後の様子を見ながら環境 

整え、都度対応している事を報告。 

           ・報告を聞いてよく観察されている、今後も続けていって下さい 

のお言葉を頂く。 

 

  ・高齢の方の生活の中で食欲のある方、トイレでの排泄が出来る方は生活の意欲があり 

   そういう方は長生きされる傾向あり、又そこから学べる事も多々ある。尊厳を持って関係を

築いていく事が大切。 

 

  ・コロナ感染拡大に伴いオレンジカフェ、サロンの開催が難しい今年度中止にされている地域

も出てきている現状有り。 

 


